
2004 年度 委員会活動成果報告 
（2005 年３月１８日作成） 

委員会名 耐震性能評価指針（英語版）作成小委員会 主 査 名：壁谷澤寿海 

所属本委員会 
（所属運営委員会） 

構造委員会 
（鉄筋コンクリート構造運営委員会） 

委員長名：西川孝夫 
主 査 名：林 静雄 

設 置 期 間      2003 年 4 月  ～  2005 年 3 月 

設 置 目 的 
各年度活動計画 

2004 年１月に刊行した鉄筋コンクリ－ト建物の耐震性能評価指針（案）の英語版

（一部、「靭性保証型設計指針」（英語版未出版）の内容とりこんで作成する）を

作成するとともに、日本語版の（案）をとった初版の制定に向けて、必要な修正

作業を行う。 

委員構成 
（委員名（所属）） 

主査：壁谷澤 寿海(東京大学地震研究所）、幹事：市之瀬 敏勝（名古屋工業大学）、

加藤 大介（新潟大学）委員：和泉 信之（戸田建設）、衣笠 秀行（東京理科大学）、

倉本 洋（豊橋技術科学大学）、境 有紀（筑波大学）、田中 仁史（京都大学防災

研究所）、北山 和宏（東京都立大学）、寺岡 勝（フジタ技術研究所）、津田 和明

（大林組技術研究所）、前田 匡樹（東北大学）、松森 泰造（防災科学技術研究所）、

岡野 創（鹿島建設） 

設置 WG 
（WG 名：目的）  

2004 年度予算 ７０万円 

 
項  目 自己評価 

委員会活動状況 
（開催日・参加人数） 

2004 年 5 月 13 日 10：30-12：30(10) 
2005 年 3 月 3 日 10：30-12：00(7) 

（成果の具体的内容、成果の学術的・技術的・社会的価値、ホームページ等での公開の有無） 
 
（1）鉄筋コンクリ－ト建物の耐震性能評価指針（案）本編の英語訳原稿を完成

した。 
（2）同指針の付録の英語訳下原稿を完成した。 
 

得られた成果 

委員会 HP アドレス： なし 
（当初の活動計画と得られた成果との関係） 

目標の達成度 

日本語版の出版が１年遅れたことなどにより、英語訳作業の進行も当初計画より

約１年遅れている。RC 運営委員会の指摘などにより、同指針の英訳に加えて、「靭

性保証指針」の本文の英訳、「RC 規準」の 1999 年版の英訳も作業の目標に追加し

た。英訳原稿が作成されたので委員会は解散し、次年度の編集小委員会に作業を

引き継いだ。 

その他評価すべき 
事項 

 

 


